








 

説明文書別添 
 
JS C T  M M 2 0 臨床研究 2 0 2 2 年度の利益相反申告者の利益相反管理 
 

2 0 2 2 年 1 1 月 8 日作成 
 
1 . この臨床研究の資金 
この臨床研究は、九州大学とヤンセンファーマ株式会社との間で「医師主導臨床

研究に関する契約」を結んで実施されます。この臨床研究に関する必要な費用は、
契約にもとづき、ヤンセンファーマ株式会社から出資された研究費でまかなわれま
す。この臨床研究では、ヤンセンファーマ株式会社が製造･販売する製剤(ダラツム
マブ：商品名：ダラザレックス／ダラキューロ)を用いて行なわれますが、ヤンセン
ファーマ株式会社はデータの収集･解析には全く関わらないため、このことが研究
結果に影響を与える状況にはなく、この臨床研究実施の透明性や結果の信頼性が損
なわれることはありません。 
 

2 . 研究代表医師の利益相反管理 
研究代表医師である九州大学病院 遺伝子･細胞療法部 菊繁 吉謙は、この臨床研究
で申告すべき利益相反関係が無いことを、所属機関の管理者が事実確認を行い、利益
相反管理計画を作成し認定臨床研究審査委員会で審査･承認を受けています。 
 

3 . 研究責任医師･研究分担医師等の利益相反管理 
研究責任医師･研究分担医師･研究総括者･統計解析担当責任者は、この臨床研究

で申告すべき利益相反関係の有無を、所属機関の管理者が事実確認を行い、利益相
反管理計画を作成し認定臨床研究審査委員会で審査･承認を受けています。 
以下が、この臨床研究の 2 0 2 2 年度の利益相反状況となります。 

・研究総括者である九州大学大学院医学研究院 病態修復内科学の赤司浩一は、この臨
床研究に用いるフィルグラスチム製剤を製造販売している協和キリン株式会社より、
年間 2 0 0 万円以上の奨学寄附を病態修復内科学講座に、この臨床研究に用いるレ
ノグラスチム製剤を製造販売している中外製薬株式会社より、年間 2 0 0 万円以上
の奨学寄附を病態修復内科学講座に受けています。また、この臨床研究に用いるフ
ィルグラスチム製剤を製造販売している協和キリン株式会社より、年間 1 0 0 万円
以上の講演料を受け取っています。 
・近畿大学病院 血液内科の研究責任医師である松村到は、この臨床研究に用いるフィ
ルグラスチム製剤を製造販売している協和キリン株式会社より、年間 2 0 0 万円以
上の奨学寄附を血液内科学講座に、この臨床研究に用いるレノグラスチム製剤を製
造販売している中外製薬株式会社より、年間 2 0 0 万円以上の奨学寄附を血液内科
学講座に受けています。また、この臨床研究に用いるダラツムマブ製剤を製造販売
しているヤンセンファーマ株式会社より、年間 1 0 0 万円以上の講演料等を、この
臨床研究に用いるカルフィルゾミブ製剤を製造販売している小野薬品工業株式会社
より、年間1 0 0 万円以上の講演料等を受け取っています。 
・関西医科大学附属病院 血液腫瘍内科の研究分担医師である伊藤量基は、この臨床研
究に用いるレナリドミド水和物製剤・デキサメタゾン製剤を製造販売しているブリ
ストル･マイヤーズスクイブ株式会社より、年間1 0 0 万円以上の講演料等を、この
臨床研究に用いるプレリキサホル製剤を製造販売しているサノフィ株式会社より、



 

年間 1 0 0 万円以上の講演料等を受け取っています。 
・京都府立医科大学附属病院 血液内科の研究責任医師である黒田 純也は、この臨床
研究に用いるダラツムマブ製剤を製造販売しているヤンセンファーマ株式会社より、
年間1 0 0 万円以上の講演料等を、この臨床研究に用いるレナリドミド水和物製剤・
デキサメタゾン製剤を製造販売しているブリストル･マイヤーズスクイブ株式会社
より、年間 1 0 0 万円以上の講演料等を、この臨床研究に用いるプレリキサホル製
剤を製造販売しているサノフィ株式会社より、年間 1 0 0 万円以上の講演料等を受
け取っています。 
・金沢大学附属病院 血液内科の研究責任医師である高松博幸は、この臨床研究に用い
るダラツムマブ製剤を製造販売しているヤンセンファーマ株式会社より、年間1 0 0
万円以上の講演料等を受け取っています。 
・金沢大学附属病院 血液内科の研究分担医師である宮本敏浩は、この臨床研究に用い
るダラツムマブ製剤を製造販売しているヤンセンファーマ株式会社より、年間1 0 0
万円以上の講演料等を受け取っています。 
・原三信病院 血液内科の研究責任医師である上村智彦は、この臨床研究に用いるダラ
ツムマブ製剤を製造販売しているヤンセンファーマ株式会社より、年間 1 0 0 万円
以上の講演料等を受け取っています。 
・久留米大学病院 血液･腫瘍内科の研究責任医師である長藤宏司は、この臨床研究に
用いるフィルグラスチム製剤を製造販売している協和キリン株式会社より、年間
2 0 0 万円以上の奨学寄附を血液･腫瘍内科学講座に受けています。 
・島根大学医学部附属病院 血液内科の研究分担医師である鈴木律朗は、この臨床研究
に用いるレノグラスチム製剤を製造販売している中外製薬株式会社より、年間1 0 0
万円以上の講演料等を受け取っています。 
・独立行政法人国立病院機構岡山医療センター 血液内科の研究責任医師である角南
一貴は、この臨床研究に用いるレナリドミド水和物製剤・デキサメタゾン製剤を製
造販売しているブリストル･マイヤーズスクイブ株式会社より、年間1 0 0 万円以上
の講演料等を、この臨床研究に用いるプレリキサホル製剤を製造販売しているサノ
フィ株式会社より、年間1 0 0 万円以上の講演料等を受け取っています。 
・北海道大学病院 血液内科の研究責任医師である豊嶋崇徳は、この臨床研究に用いる
フィルグラスチム製剤を製造販売している協和キリン株式会社より、年間 2 0 0 万
円以上の奨学寄附を血液内科学講座に、この臨床研究に用いるレノグラスチム製剤
を製造販売している中外製薬株式会社より、年間 2 0 0 万円以上の奨学寄附を血液
内科学講座に受けています。また、この臨床研究に用いるレナリドミド水和物製剤・
デキサメタゾン製剤を製造販売しているブリストル･マイヤーズスクイブ株式会社
より、年間1 0 0 万円以上の講演料等を受け取っています。 
・北海道大学病院 血液内科の研究分担医師である後藤秀樹は、この臨床研究に用いる
レナリドミド水和物製剤・デキサメタゾン製剤を製造販売しているブリストル･マイ
ヤーズスクイブ株式会社より、年間 2 0 0 万円以上の奨学寄附を血液内科学講座に
受けている。また、この臨床研究に用いるレノグラスチム製剤を製造販売している
中外製薬株式会社より、年間1 0 0 万円以上の講演料等を受け取っている。 
・社会医療法人財団董仙会恵寿金沢病院 内科の研究分担医師である高松博幸は、この
臨床研究に用いるダラツムマブ製剤を製造販売しているヤンセンファーマ株式会社
より、年間1 0 0 万円以上の講演料等を受け取っています。 

以上 


